
           5 月月例山行（第 27 回）御案内 

                              幹事 5 期 亀井 

 

 今回の山行は富士の隣にそびえる愛鷹山（越前岳、１５０４ｍ）を選びました。 

北側の十里木高原の駐車場（８７０m）から登り、東北東の尾根を降り、愛鷹神社への 

約４時間の道程です。（10 時出発、15 時神社へ下山を予定） 

5 月中旬から 5 月下旬にかけて東国三つ葉躑躅の開花期で、登りの十里木高原から 

越前岳への尾根に多く見られます。 

又、変種であるこの山特有の愛鷹躑躅が下りの愛鷹神社への尾根に多く、開花期は 5 月 

下旬から。越前岳頂上付近はこの２種が混在。二つの躑躅を楽しむと共に愛鷹神社への 

この尾根からは、大昔は 3000m 級と言われた愛鷹山の爆裂火口跡を望むことが出来る。 

（今の富士に覆われた古富士に匹敵する古さ） 

勿論、天気が良ければ、間直の富士の迫力ある姿を堪能出来ますし、神社付近を除く 

殆どが天然林なので新緑を楽しめます。奮ってご参加ください。今回、バスは全く役に 

立ちません。同期、近くの方を誘い合ってマイカーでの同乗をお願いします。御殿場駅 

でのピックアップは計画いたします。 

 

日  時 ５月２６日（土） 

集合場所、時刻  十里木高原駐車場、９時半。 

集合場所への道順 

◎東京方面から 

裾野 IC を出て右折（東京から、沼津からは左折）道なりに T 字路まで（途中大きな交差 

点あり）此処を右折４ｋｍ強で須山の交差点。（右より御殿場からの道が合流）更に 

道なりに直進、サファリーパークの交差点も道なりに直進し、道が下りに掛かると左 

手に十里木ドライブインが見え５００m 程先の左手が駐車場。須山から８km 程度。 

なお、このドライブインは駐車場満杯の時有料での駐車を頼んであります。 

◎ 東京方面から御殿場駅でピックアップの方 

御殿場 IC を右側の出口から出て直ぐ右折、陸橋を渡り左折、２00m 程で駅入り口。 

足柄、松田寄りに待機スペースがあります。駅から元に戻り左折して山中湖方面へ向かい 

約３．５km 先の仁杉交差点（信号に看板あり）を左折、道なりに行くと T 字路、此処を 

右折し演習場の中を通つて行くと再び T 字路。須山の交差点、此処まで仁杉から１１ｋ 

ｍ。此処を右折（左折は裾野 IC へ）し、この先は前章参照。山梨からは須走から御殿場の 

道を辿り、仁杉交差点を右折して下さい。 

◎ 富士、富士宮方面から 

西富士道路から 139 号線の北山で右折し４６９号線を辿ってください。十里木 CC 入り口 

を過ぎて左が駐車場です。 



 

御殿場への交通 

国府津（758）→松田（813）→御殿場（856） 

新宿（720）→町田（751）→本厚木（807）→松田（830）→御殿場（856）あさぎり 1 号 

帰り 

御殿場（1613）→松田（1650）→国府津（1704） 

御殿場（1658）→松田（1728）→国府津（1744） 

 

コース概略（地図、1／25000、印野、愛鷹山 1／50000、御殿場） 

十里木高原駐車場（903）→展望台（914，920）→１０８９ｍ三角点（940，945）→見 

晴台下（1011，1016）→勢子の辻分岐（1053，1100）→越前岳（1109） 

越前岳(1220)→富士見台(1241，1245)→鋸岳展望(1317，1330)→愛鷹山荘(1400，1410) 

→愛鷹神社(1434)   注：数字は偵察時のコースタイムです御参考。 

 

その他 

山頂は座るのにビニールシートが欲しいところです。又裾が汚れやすい路ですのでスパ 

ッツの持参をおすすめします。 

途中水場はありません。（運が良ければ愛鷹山荘で上手い水にありつけます） 

トイレは駐車場と愛鷹山荘（個人の山荘）に有料（50 円）のトイレが在ります。 

天候の判断は各自行ってください。（荒天中止） 

回収用の車を愛鷹神社に回す必要があります。出来るだけ早く御集まりください。 

 

 


